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崖顔廟射

何が聞こえるのかな一。
ひなまつりの歌。

小鳥のさえずり。
冬眠からさめた動物の声。

入学を待つ子供たちの声。
み－んな，にぎやかな春の足音。春，いろ

んなものが躍動をはじめ，気分を楽しくさせる

季節。よ－く耳を澄ましてみると，躍動して

いる町の息吹が大きく聞こえてくるようです。

「

．

－

－



廟
I

間
に
畏
豊
駅
竜
窯
課

56
年
ぶ
り
本
町
に
＝
駅
目

長
里
地
区
に
本
町
で
二
つ
目
の
駅

「
民
望
駅
」
が
新
設
さ
れ
、
三
月
十
日

の
ダ
イ
ヤ
改
正
か
ら
営
業
が
開
始
さ
れ

ま
す
。長里
駅
は
、
当
初
、
1
R
九
州
が
長

崎
本
線
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
と
輸
送
力

増
強
の
た
め
小
長
井
・
湯
江
駅
間
に
信

号
場
を
設
置
す
る
計
画
で
し
た
が
「
そ

れ
な
ら
ば
駅
の
設
置
を
」
と
、
町
と
地

元
住
民
が
力
強
く
誘
致
し
、
昭
和
九
年

十
二
月
に
小
長
井
駅
が
で
き
て
以
来
、

五
十
六
年
ぶ
り
の
新
駅
誕
生
に
な
り
ま

す
。
駅
は
無
人
駅
で
、
九
十
メ
ー
ト
ル

の
ホ
ー
ム
一
本
と
駅
ま
で
の
進
入
道
路

二
本
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
新
年
度
に

町
が
待
合
所
を
兼
ね
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
設
な
ど
を
整
備
す
る
予
定
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
主
に
揚
江
駅
を
利
用
し

て
い
た
同
地
区
の
通
勤
・
通
学
者
に
と

っ
て
は
大
変
便
利
に
な
り
、
一
日
百
五

十
人
以
上
の
乗
降
客
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

川
日
に
落
成
式

記
念
ツ
ア
ー
も

三
月
十
日
は
、
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

長
里
地
区
で
は
、
落
成
を
祝
い
式
終

了
後
、
特
別
列
車
を
貸
切
り
″
開
業
記

念
ツ
ア
ー
〟
を
計
画
さ
れ
て
お
り
、
当

日
は
地
区
民
約
三
百
人
が
参
加
し
、
博

多
ま
で
の
日
帰
り
旅
行
を
楽
し
む
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

山＿
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長
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長北
望高
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▲急ピッチで工事が進む長里駅

長里駅発車時刻表
諌早方面 （下 り） 佐賀方面 （上 り）

行　　 先 時　　 刻 のりば 行　　 先 時　　 刻 のりば

長 崎 ㊥ 6 ：08 打 鳥　　 栖 6 ：56 □

※
長 崎 ㊧ 6 ：28 』

長 崎 ㊥ 7 ：04 ［司 肥前山口 7 ：32 し⊥

長 崎 ㊥ 8 ：20 ［］ 鳥　　 栖 8 ：11 止

長 崎 ㊧ 13 ：26 ［□ 鳥　　 栖 13 ：52 ロ

長 崎 ㊧ 15 ：37 ⊥ 鳥　　 栖 16 ：35 ［□

長 崎 ㊥ 17 ：16 ∫ 鳥　　 栖 17 ：34 止

長 崎 ㊥ 19 ：04 ［□ 鳥　　 栖 18 ：56 「「

長 崎 ㊧ 20 ：15 ¶ 鳥　　 栖 19 ：55 叩

諌　　 早 22 ：09 工 肥前山口 22 ：26 ［□

㊥ は市布経由　 ㊧は長与経由

※は、日・祝祭日は運休



い
よ
い
よ
一
億
円
ガ
歩
き
始
め
ま
し
た
。
昨
年
、
国
か

ら
ふ
る
さ
と
創
生
の
使
命
を
受
け
全
国
の
市
町
村
に
配
属

さ
れ
た
〝
一
億
円
〃
ガ
よ
う
や
く
、
町
の
中
で
形
あ
る
も

の
、
実
に
な
る
も
の
と
な
っ
て
活
動
を
開
始
し
た
の
で
す
。

よ
そ
の
一
億
円
は
、
配
属
直
後
か
ら
活
発
に
動
き
は
じ

め
「
観
光
開
発
」
を
は
じ
め
「
国
際
交
流
」
「
人
材
育
成
」

な
ど
と
な
り
頑
張
っ
て
お
り
、
「
小
長
井
の
一
億
円
は
ど

ぎ
ゃ
ん
な
っ
た
と
や
ろ
か
」
と
の
声
ガ
高
ま
り
つ
つ
あ
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

せ
っ
か
＜
配
属
さ
れ
た
一
億
円
。
有
効
に
活
用
し
、
何

倍
も
の
波
及
効
果
を
生
み
出
し
、
元
気
な
町
つ
＜
り
を
め

ざ
し
て
い
＜
た
め
、
「
」
れ
ま
で
じ
っ
く
り
考
え
よ
う
や
＜

歩
き
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

≡
つ
の
柱
で
ふ
る
さ
と
創
生

ア
イ
デ
ア
も
た
く
さ
ん

寄
せ
ら
れ
ま
し
た

だ
れ
が
町
を
元
気
に
す
る
の
か
　
ー

と
言
え
ば
、
や
は
り
町
民
一
人
一
人
が

力
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば
ど
う
に
も
な
り

ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
町
で
は
町
民
の
声
を
取
り

上
げ
意
義
あ
る
活
用
を
と
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
三
十

二
件
の
ア
イ
デ
ア
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ど
れ
も
す
ば
ら
し
い
も
の
ば
か
り
で
、

人
相
育
成
、
観
光
開
発
、
教
育
文
化
の

振
興
、
環
境
整
備
な
ど
広
範
囲
に
わ
た

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
十
月
に
行
い
ま

し
た
地
区
別
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
も
さ
ま
ざ

ま
な
貴
重
な
提
言
が
出
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
す
べ
て
を
今
後
ま
ち
づ
く
り
の

大
き
な
指
針
に
し
て
い
き
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
寄
せ
ら
れ
た
ア
イ
デ

ア
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
ア
サ
リ
の
里
づ
く
り
（
観
光
開
発
）

▽
ナ
イ
タ
ー
・
体
育
館
・
グ
ラ
ウ
ン
ド

建
設
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
）

▽
防
災
無
線
・
有
線
テ
レ
ビ
施
設
（
情

報
シ
ス
テ
ム
）

▽
バ
イ
オ
テ
ク
施
設
（
農
業
振
興
）

▽
文
化
会
館
建
設
（
文
化
振
興
）

▽
小
中
学
校
パ
ソ
コ
ン
導
入
（
教
育
振

興
）

▽
温
泉
さ
が
し
（
観
光
開
発
）

▽
後
継
者
・
人
材
育
成
基
金
（
人
づ
く

り
）

▽
福
祉
と
健
康
の
む
ら
づ
く
り

▽
生
活
排
水
処
理
施
設
（
生
活
環
境
）

小
長
井
町
で
は
、
よ
り
よ
い
ふ
る
さ

と
創
生
の
た
め
に
〝
ハ
ー
ト
フ
ル
こ
な

が
い
〟
－
美
し
い
自
然
と
心
に
あ
ふ
れ

る
出
会
い
と
発
見
の
町
－
を
メ
イ
ン
テ

ー
マ
と
し
て
、

▽
心
豊
か
な
人
づ
く
り
〈
ハ
【
ト
フ
ル

こ
な
が
い
）

▽
活
力
あ
る
町
づ
く
り
へ
パ
ワ
フ
ル

こ
な
が
い
）

▽
美
し
い
町
づ
く
り
　
＜
㌍
畏
勇

を
合
い
言
葉
に
、
三
つ
の
柱
で
一
億
円

を
有
効
に
活
用
し
町
づ
く
り
を
図
っ
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

恵
ま
れ
て
い
る
た
め
に
緩
慢
で
あ
る

体
質
に
活
力
を
与
え
、
ス
マ
ー
ト
で
エ

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
明
日
を
開
く
起
爆
剤

と
し
て
の
諸
事
業
を
行
い
ま
す
。

（
主
な
事
業
）

○
郷
土
芸
能
保
有
伝
承
事
業

○
町
映
画
製
作

○
駅
周
辺
整
備
事
業

熱
意
と
広
い
視
野
を
持
ち
、
思
い
や

り
の
心
で
町
の
将
来
を
支
え
て
い
く
新

鮮
さ
あ
ふ
れ
る
人
材
の
育
成
を
図
り
ま

す
。（主
な
事
業
）

○
青
少
年
情
操
教
育
事
業

○
情
報
教
育
事
業
（
A
V
施
設
）

○
人
材
育
成
基
金

恵
ま
れ
た
自
然
を
い
か
し
、
さ
ら
に

環
境
を
整
備
し
て
多
く
の
人
々
の
訪
れ

を
誘
い
、
温
か
い
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て

町
を
見
つ
め
直
し
、
よ
り
開
か
れ
た
町

と
し
て
発
展
を
計
り
ま
す
。

（
主
な
事
業
）

○
山
茶
花
高
原
総
合
整
備
計
画
策
定

○
桜
の
記
念
植
樹

○
シ
ン
ボ
ル
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
作
成

しプ



選挙 当 日有権者 投　 票　 者　 数 投　　 票　　 率

男 女 計 男 女 計 男 女 ‾　計

第一投票 区 265 284 549 221 245 466 83．40 86．27 84．88

第二投票 区 379 4 25 804 317 372 689 83．64 87．53 85．70

第三投票 区 504 561 1 ，065 426 500 926 8 4．52 89．13 86．95

第四投票区 218 239 4 57 179 201 380 8 2．11 84．10 83．15

第五投票区 239 282 52 1 20 5 240 44 5 8 5．77 85．11 8 5．4 1

第六投票 区 576 629 1 ，205 45 7 50 5 962 79 ．34 80 ．29 79 ．83

第七投票区 15 1 488 639 53 2 56 309 3 5．10 52．46 48．36

合　 計 2，332 2 ，908 5 ，240 1 ，858 2 ，3 19 4 ，177 79．67 79．75 79．7 1

衆議院議員総選挙投票結果

二
月
十
八
日
、
長
崎
県
知
事
選
挙
と
衆
議
院
議
員
総
選
挙
・

最
高
裁
判
所
国
民
審
査
の
投
開
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
今

回
は
同
時
選
挙
と
あ
っ
て
特
に
有
権
者
の
関
心
も
高
か
っ
た

よ
う
で
す
。

投
票
は
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
町
内
七
か
所
で
行

わ
れ
、
投
票
率
は
県
平
均
を
大
き
く
上
回
る
高
率
で
し
た
。

開
票
は
午
後
七
時
か
ら
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
並
行

作
業
で
慎
重
に
し
か
も
速
く
結
果
が
出
ま
し
た
。

結
果
は
表
の
と
お
り
で
す
。

長 崎県知 事選拳 闘票 結果 袈 。，i感　 漂

所属党派名 候補者氏名 得票数
㌔ ・・、
湖 無敵

日　本 共 産 党 五　 島　 ひ さ　し 316
㌔．＼r巌

無　　 所　　 属 高　 田　　　 勇 3，692

有　 効　 投　 票　 数 4，008

無　 効　 投　 票　 数 169

投　 票　 総　 数 4，177 第一投

第二投

選 挙当 日有権者 投　 票　 者　 数 投　　 票　　 率

男 女 計 男 女 計 男 女 計

第一投票 区 267 284 551 222 245 467 83．15 86，27 84．75

第二投票 区 379 426 805 317 372 689 83．64 87．32 85．59

第三投票 区 506 562 1 ，068 426 500 926 84 ．19 88．97 86．7 0

第四投票区 219 240 459 179 202 38 1 81．74 84．17 83．0 1

第五投票区 240 282 52 2 2 06 241 447 85．83 85．46 8 5．63

第六投票区 578 632 1 ，210 4 57 50 6 963 79．07 80 ．06 79．5 9

第七投票区 152 489 64 1 53 2 56 309 34．87 52．35 48．2 1

合　 計 2，34 1 2 ，9 15 5 ，25 6 1 ，8 60 2 ，322 4 ，182 79．45 79．66 79．57

・タ

所 属 党 派 名 候 補 者 氏 名 得 票 数

自　 由 民 主 党 倉　 成　　 正 7 9 2

自　 由 民 主 党 西　 岡　 武　 夫 9 7 1

自　 由 民 主 党 久　 間　 草　 生 7 3 0

日　 本 社 会 党 田　 口　 健　 二 4 9 9

民　　 社　　 党 た か き　 義　 明 2 5 9

自　 由　 民 主 党 は つ む ら 謙 一 郎 7 4 1

日　 本 共 産 党 西　 村　 き　 え 子 1 0 0

有　 効　 投　 票　 数 4 ，0 9 2

無　 効　 投　 票　 数 9 0

投　 票　 総　 数 4 ，1 8 2
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小さな火の取り扱いにご注意

二
月
か
ら
≡
日
に
か
け
て
大
き
な
火
災
ガ
起
こ
り
や
す
い
季
節
で

す
。
春
先
は
低
気
圧
ガ
発
達
し
や
す
く
、
日
本
を
通
過
す
る
と
き
、

乾
燥
し
た
強
い
風
ガ
山
か
ら
吹
い
て
く
る
た
め
、
ち
ょ
っ
と
し
た
火

事
ガ
大
き
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

「
」
の
よ
う
な
時
期
を
前
に
、
わ
た
し
た
ち
の
防
火
意
識
を
高
め
て

い
く
た
め
、
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
・
山
火
事
予
防
運
動
ガ
、
≡

日
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
一
週
間
に
、
合
わ
せ
て
行
わ
れ
ま
す
。
そ

の
内
容
に
つ
い
て
み
て
ぁ
ま
し
よ
う
。

に
よ
る
火
災
で
す
。

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

被
害
者
の
半
数
近
く
が
高
齢
者

一
昨
年
の
昭
和
六
十
三
年
に
火
災
の

た
め
に
命
を
落
と
し
た
人
は
、
全
国
で

二
千
百
十
六
人
を
数
、
え
、
戦
後
最
高
で

し
た
。
こ
の
う
ち
放
火
自
殺
者
を
除
い

た
火
災
に
よ
る
死
者
は
、
千
百
六
十
六

人
で
す
。
そ
の
半
数
近
く
が
高
齢
者
で
、

こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会
に
大
き
な
問

題
を
投
げ
か
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん
や
病
人
、
体
の
不

自
由
な
人
の
死
亡
例
も
わ
ず
か
に
増
え

て
い
て
、
高
齢
者
の
死
亡
例
を
加
え
る

と
約
五
五
％
に
も
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
う
し
た
被
害
の
う
ち
、
最
近
と
く

に
増
え
て
き
て
い
る
の
が
、
天
ぶ
ら
油

何
が
原
因
の
火
事
で
あ
っ
て
も
、
火

が
小
さ
い
う
ち
に
消
し
止
め
れ
ば
被
害

も
少
な
く
て
す
み
ま
す
。
火
事
の
原
因

に
応
じ
た
処
置
を
覚
え
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

天
ぶ
ら
油
の
場
合
、
次
の
よ
う
に
し

て
火
を
消
し
ま
し
ょ
、
つ
。

▼
火
が
小
さ
い
と
き

ガ
ス
コ
ン
ロ
の
元
栓
を
閉
め
て
ガ
ス

－
－
ヽ

の
火
を
消
し
、
火
が
つ
い
て
い
る
鍋
に

ふ
た
を
し
て
空
気
を
速
断
し
ま
す
。

こ
の
と
き
、
す
ぐ
ふ
た
を
と
る
と
、
ま

た
火
が
つ
い
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
火
が
大
き
く
な
っ
た
と
き

消
火
器
で
火
を
消
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
台
所
に
は
家
庭
用
の

消
火
器
を
備
え
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
火
を
消
し
た
後
、
二
次
火
災

を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
必
ず
元
栓
を
閉

め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

天
ぶ
ら
油
火
災
の
場
合
、
油
の
温
度

が
上
が
る
ま
で
、
他
の
用
事
を
し
た
り

電
話
に
で
た
り
し
て
、
鍋
か
ら
離
れ
て

い
る
間
に
火
が
出
て
し
ま
う
例
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。
「
そ
の
場
を
経
れ
な
い
こ

と
」
が
絶
対
必
要
で
す
。
ど
う
し
て
も

離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
は
、
「
必

ず
火
を
止
め
て
」
用
事
を
す
ま
す
こ
と

が
大
切
で
す
。

山
火
事
予
防
運
動

年
間
四
千
件
に
も
上
る
山
火
事

こ
こ
数
年
、
山
火
事
は
全
国
で
一
年

間
に
四
千
件
か
ら
五
千
件
起
こ
っ
て
い

ま
す
。
山
火
事
は
、
い
っ
た
ん
起
こ
る

と
気
象
条
件
や
地
形
な
ど
に
よ
っ
て
消

火
活
動
が
難
し
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
被
害
が
大
き
く
な
り
、
財

亨
　
■
贋

産
的
な
損
失
に
加
え
、
貴
重
な
緑
の
損

失
も
見
す
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

で
す
。山

火
事
は
、
二
月
か
ら
五
月
に
か
け

て
多
く
発
生
し
、
気
候
的
な
原
因
が
大

き
く
影
響
し
で
い
る
と
考
、
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
時
期
は
、
一
般
的
に
雨
が

少
な
く
、
空
気
が
乾
燥
し
強
風
が
吹
く

と
い
っ
た
、
火
災
が
起
き
や
す
い
気
象

で
あ
る
た
め
で
す
。

原
因
の
三
五
％
は
た
き
火

山
火
事
の
原
因
と
し
て
最
も
多
い
の

は
、
た
き
火
に
よ
る
も
の
で
、
全
体
の

約
三
五
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
次
に
、

た
ば
こ
、
火
遊
び
の
順
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
森
林
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
施
設
が
増
え
た
こ
と
や
ハ
イ
キ
ン

グ
な
ど
自
然
に
親
し
む
人
た
ち
が
多
く

な
っ
た
こ
と
に
関
係
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
、
た
き
火
な
ど
、

ち
ょ
っ
と
し
た
不
用
意
な
火
の
取
り
扱

い
が
山
火
事
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

節
度
を
も
っ
て
、
自
然
に
親
し
む
こ

と
を
身
に
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

亡タ



■

長里小学校では，創立117周年記念

駅伝大会ガ2日8日行ゎれ，児童11チ

ームと保護者，消防団，教委チームガ

雨の中各地区の声援を受けなガら校区

内を力走しました。駅伝終了後，校内

に保護者ガ桜の木10本とサザンカ15本

を記念植樹しました。駅伝の結果は次

のとぉり。①□代　②足角　③尾ノ上

第5回少林寺拳法日章旗大会ガ2月11日諌早而で
150人ガ参加して行われ　小長井支部ガよく健闘しま
した。結果は次のとおり。
個人の部　〈乱捕〉D小4①植木尚伸　②柳原正敏
D小5③木下博之　D小6①前田智之　③川内沿輝
〈単独演武〉③野田祥子・井上陽香
団体の部　②小長井支部

第39匝】諌早北高駅伝大会ガ，1月28日

有毒中学校をスタート・ゴールとして，

国道251号線飯盛・森山閏で行われ，5

区間31．16kmに健脚を競いました。本町

のチームもよくイ建闘し，6位に入賞しま

した。



2月10日から16日まで，県央巡国観光写真展ガ町

民センターで行われ，訪れた人たちの目を楽しませ

ていました。この写真展は，県央開発協議会（諌早

市・大村而・川棚町・東彼杵町・森山町・高来町・

飯盛町・小長井町）ガ，県央地区の観光促進を図る

ために開いたもので，各市町から4点ずつを出展。

それぞれ特色ある観光写真ガ披露されました。

人
ツ
ー
⑳

／

第2回社会教育研究大会ガ2月11日町民

センターで行ゎれ，260人ガ参加し町づく

りにつながる生涯学習のあり方について，

活発な意見ガ交わされました。大会は，青

少年健全育成，成人教育，部落公民館活動

の3分科会で意見交換。

全体討議のあと県教育会合長池口実さん

の講演ガ行われ，活力あ／ふれるふるさとづ

くりを目指して終了しました。

あれ，これなに？

このマーワ，ふたば保育園ガ創立30周年と新園害建設を記念し，長崎日大

高校教頭木下伸弘さん（井崎）に依頼し作成されたもの。

幼い双葉は2校の芽を吹いています。子供たちの成長過程でも新鮮な「感

動」と，何事にも「なぜ」という「疑問」をいだいている。新鮮な感動と疑

問の繰り返しガ子供の世界を大きく成長させる最も重要なことから，「感嘆符

（／）」と「疑問符（？）」を双葉にしてデザインされたものです。なるほど／



／
勢
＼
ん
二
軍
、
。
－

係
で
は
皆
さ
ん
か
ら
の
お
便
り

建
設
的
な
ご
意
見
を
ぁ
ま
ち
し
て

お
り
ま
す
。

小
長
井
町
役
場
　
企
画
振
興
課

（
℡
3
4
・
2
1
1
1
）

し，、

こ
の
ほ
ど
、
中
山
和
子
さ
ん
（
聖
母

騎
士
修
道
女
全
会
長
）
が
初
め
て
の

書
「
美
し
き
愛
の
姿
－
1
真
実
の
愛

を
求
め
て
」
を
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
本
は
、
同
会
が
発
行
し
て
い
る

機
関
紙
「
愛
」
に
発
表
し
て
い
る
エ
ッ

セ
ー
を
収
録
し
た
も
の
で
、
エ
ッ
セ
ー

に
感
動
し
た
韓
国
の
崖
元
錆
（
チ
ェ
・

ウ
ォ
ン
ヨ
ン
）
さ
ん
が
出
版
を
勧
め
、

編
集
か
ら
費
用
ま
で
全
面
的
に
協
力
さ

れ
ま
し
た
。

「
美
し
き
愛
の
姿
」
は
四
部
構
成
で
、

恋
愛
や
隣
人
愛
、
愛
が
い
か
に
家
庭
を

左
右
す
る
か
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
愛
の
形

が
と
り
あ
げ
て
あ
り
ま
す
。
中
山
さ
ん

は
、
本
物
の
愛
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
幸

せ
な
生
清
が
あ
る
、
真
実
の
愛
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
は
、
四
六
判
、
二
百
三
十
六
ペ
ー

ジ
で
三
千
部
発
行
。
収
益
金
は
、
同
会

の
韓
国
∵
ウ
ル
サ
ン
市
に
建
設
予
定
の

心
身
障
害
児
・
者
施
設
の
建
設
費
に
当

て
ら
れ
ま
す
。
申
込
み
は
、
聖
母
の
騎

士
修
道
女
会
本
部
（
℡
⑳
2
2
2
8
）
へ
。

漁
業
に
従
事
す
る
若
者
の
生
の
声
を

組
織
活
動
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
、
第
八

回
長
崎
県
漁
協
青
壮
年
部
意
見
発
表
大

会
が
二
月
十
四
日
、
長
崎
県
勤
労
福
祉

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
長
井
町
漁
協
青
壮
年
部
の
代
表
と

し
て
釜
の
有
田
敏
明
さ
ん
が
出
場
し
、

「
残
さ
れ
た
漁
場
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

漁
業
後
継
者
と
な
る
ま
で
の
葛
藤
と
漁

業
の
現
状
及
び
今
後
の
展
望
を
二
百
五

十
人
の
聴
衆
を
前
に
熱
っ
ぼ
く
発
表
さ

れ
見
事
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

東京小長井会だより

東京の小長井も
がんばっている

東京小長井会も今年で3年目を迎えよ

うとしており，会員も200人にのぼり活動

も活発になりつつあI）ます。会ではさら

に会員の親睦と融和を図るため，いろん

な催しが計画されているようです。

大都会の砂漠の中で，同郷の仲間がふ

るさとの絆を深められ，もっと大きな′ト

長井の輪になるといいですね。

〈楽しそうな春の行事〉

韻第3回定期総会

期　日／6月10日（R）

会　場／マツヤサロン（千代田区平河町）

陽春の日帰り旅行

期　日／4月1日（R）

場　所／スパリゾート・ハワイアン

幹　事／佐一藤i古孝・福田　二軌

圏ゴルフコンペ

期　日／4月6日（剣

コース／冨士工ースゴルフ倶楽部

幹　事／田川敏明，田川正，立石和義

圏一泊旅行（計画中）

鹿釣り同好会（計画中）

こ
の
ほ
ど
、
平
田
政
美
さ
ん
（
井
崎
）

が
二
月
十
三
日
「
長
崎
県
青
年
漁
業
士
」

に
認
定
さ
れ
、
長
崎
県
知
事
か
ら
認
定

証
書
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
水
産
庁
が
地
域
漁
業
振
興

の
中
核
的
漁
業
者
と
な
る
漁
村
青
少
年

の
育
成
を
目
的
に
昭
和
六
十
一
年
か
ら

実
施
し
て
い
る
「
漁
業
士
育
成
事
業
」

に
よ
る
も
の
で
す
。
既
に
釜
の
野
田
清

一
さ
ん
が
昭
和
六
十
三
年
度
に
「
長
崎

県
指
導
漁
業
士
」
と
し
て
認
定
さ
れ
、

漁
村
青
少
年
の
指
導
育
成
に
当
た
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
小
長
井
町
漁
業
振
興
の

た
め
、
括
躍
さ
れ
る
こ
と
が
大
い
に
期

待
さ
れ
ま
す
。



地
蔵
菩
薩
（
釈
尊
入
滅
の
の
ち
弥
勤

仏
の
出
現
す
る
ま
で
の
間
）
は
、
六
道

（
地
山
獄
・
鍼
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・
人
間
・

天
上
）
の
衆
生
を
救
済
す
る
菩
薩
で
、

分
か
り
や
す
く
言
え
ば
六
道
に
迷
っ
た

人
を
救
う
仏
様
で
、
子
供
の
遊
び
場
に

祭
ら
れ
て
子
供
の
安
全
を
願
っ
て
い
亀

像
形
は
立
像
、
坐
像
の
ほ
か
少
な
い
け

れ
ど
半
親
政
坐
保
が
あ
り
、
一
般
に
は

右
手
に
錫
杖
、
左
手
に
宝
珠
の
姿
が
多

い
。
次
い
で
合
掌
の
姿
が
あ
り
、
子
供

を
抱
が
っ
た
も
の
な
ど
が
み
ら
れ
る
。

わ
が
国
で
は
、
平
安
期
に
極
楽
浄
土

の
信
仰
も
盛
ん
に
な
る
に
伴
い
流
行
し
、

近
世
に
な
っ
て
さ
ら
に
民
間
信
仰
と
結

合
し
、
庶
民
の
あ
ら
ゆ
る
願
い
を
か
な

え
て
く
れ
る
仏
と
し
て
祈
願
さ
れ
、
地

蔵
講
と
か
地
蔵
盆
な
ど
年
中
行
事
の
一

つ
と
な
っ
た
。

二
十
四
日
を
地
蔵
の
縁
日
と
し
て
宝

前
に
花
果
を
供
え
祭
る
こ
と
は
全
国
的

き
い

に
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
寮
の
河
原
で
地

ひ
ご

蔵
が
子
ど
も
庇
護
す
る
と
説
か
れ
る
と

こ
ろ
か
ら
、
育
児
に
強
く
結
び
つ
き
子

育
て
地
蔵
、
子
安
地
蔵
の
名
で
信
仰
さ

文化財保護審議委員

島　崎　秋　芳

れ
て
い
ま
す
。

尾
ノ
上
の
地
蔵
さ
ん
は
尾
ノ
上
部
落

の
氏
神
様
で
、
脚
気
（
か
っ
け
）
な
お

し
の
お
地
蔵
さ
ん
と
言
わ
れ
て
い
た
。

木
像
で
お
参
り
に
未
た
人
た
ち
が
削
っ

て
煎
じ
て
飲
む
と
脚
気
が
な
お
る
。
と

い
っ
て
参
拝
に
来
た
人
た
ち
が
削
っ
て

い
く
の
で
だ
ん
だ
ん
小
さ
く
な
っ
て
し

ま
い
、
今
は
石
の
地
蔵
さ
ん
に
変
わ
っ

て
し
ま
っ
た
。

八
月
四
日
が
例
祭
で
、
昔
は
尾
ノ
上

部
落
の
人
々
が
だ
ん
ご
を
供
え
ご
馳
走

を
持
っ
て
参
拝
し
、
部
落
を
あ
げ
て
な

か
な
か
の
賑
わ
い
で
あ
っ
た
と
い
う
。

※
菩
薩
と
は
、
菩
提
薩
壇
が
略
さ
れ
た

も
の
で
「
悟
り
を
求
め
る
順
行
中
の

人
」
と
い
う
意
味
。

こ警乗軍雫面才寸

ふ と：掛　　 ぶ

ち　r T
て 冒 た　 セク ◎　．●・　　●

●

残
雪
の
片
隅
に
、
そ
っ
と
の
ぞ
く

小
さ
な
緑
。
ふ
き
の
と
う
で
す
。
手

を
触
れ
て
み
る
と
、
周
り
の
土
の
ほ

の
か
な
ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

ふ
き
の
と
う
は
、
春
の
訪
れ
を
告
げ

る
〝
使
者
〟
で
す
。

土
手
の
枯
れ
草
の
間
や

野
原
の
日
だ
ま
り
に
顔
を

出
す
ふ
き
の
と
う
－
－
き

ざ
ん
で
恥
斬
汁
に
浮
か
べ

た
り
す
る
と
、
春
が
来
た

喜
び
で
心
が
は
ず
み
ま
す
。

と
は
い
っ
て
も
、
最
近

は
年
が
明
け
な
い
う
ち
か

ふきのとう

ら
、
ふ
き
の
と
う
を
ス
ー

パ
Ⅰ
な
ど
の
売
場
で
見
か

け
ま
す
。
栽
培
も
の
で
す
。

山
菜
が
注
目
さ
れ
始
め
た
の
は
、

旅
行
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
た
昭
和
四
十

年
代
の
終
わ
り
ご
ろ
。
し
い
た
け
な

ど
の
ほ
か
に
、
ふ
き
、
た
ら
の
芽
、

わ
ら
び
な
ど
が
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

ふ
き
の
と
う
は
、
ふ
き
の
新
薬
に

先
駆
け
て
花
茎
が
出
て
く
る
も
の
で
、

ハ
ウ
ス
栽
培
の
ふ
き
が
出
回
る
前
に
、

ま
ず
ふ
き
の
と
う
が
出
荷
さ
れ
る
わ

け
で
す
。
ふ
き
の
と
う
の
食
べ
方
は
、
天
ぶ

ら
、
酢
の
も
の
、
ふ
き
の

と
う
味
噌
な
ど
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
。
ふ
き
の
と
う

味
噌
を
つ
け
た
焼
き
お
む

す
び
な
ど
は
、
お
ふ
く
ろ

の
味
で
も
あ
り
、
ひ
な
び

た
郷
土
料
理
と
し
て
、
観

光
客
に
も
人
気
が
あ
り
ま

す
。ふ
き
の
と
う
に
は
雄
花

と
雌
花
が
あ
っ
て
、
雌
花
が
咲
い
て

白
い
冠
毛
が
付
い
た
も
の
を
、
〝
ふ

し
川
っ
と
巾

き
の
姑
〟
と
呼
ぶ
地
方
も
あ
り
ま
す
。

ふ
き
の
と
う
を
皮
切
り
に
、
野
山

は
緑
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。
春

は
植
樹
の
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
国
土
緑
化
を
推
進
す
る
た
め

に
、
三
～
五
月
は
「
国
土
緑
化
運
動

強
調
期
間
」
と
な
っ
て
い
て
、
国
や

都
道
府
県
で
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。

Lク



℃
ぼ
し
ゆ
う

町
営
住
宅
長
里
団
地
（
一
種
六
戸
、

二
種
四
戸
）
　
の
入
居
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
入
居
を
希
望
さ
れ
る
人
は
早
め

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

入
居
資
格

①
現
に
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

②
入
居
中
込
み
を
し
た
月
の
収
入
に
基

づ
き
町
で
計
算
し
た
額
以
下
で
あ
る

こ
と
。
（
別
表
参
照
）

③
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
な
人
。

④
国
税
・
地
方
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

人
。

▲建設中の長里団地

リ
ビ
ン
グ
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

〆‘ク

⑤
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
地
を
有
す

る
人
。

⑥
町
内
居
住
者
か
ら
保
証
人
一
人
を
得

る
こ
と
の
で
き
る
人
。

家
賃
／
一
種
＝
月
額
二
万
一
、
0
0
0
円

二
種
＝
月
碩
一
万
九
、
0
0
0
円

申
込
み
期
限
／
三
月
二
十
日

入
居
開
始
／
四
月
一
日

中
込
み
と
お
た
ず
ね
は
、
役
場
土
木

課
へ
。

入居収入基準表　（）内は月収単位＝円

区分 収入基 準

扶養 親族

（標準世帯 ）

3 人

入 第 162 ，000 4 ，287 ，999

居
収
入
基
準

種 以下 （3 57 ，333 ）

第 100 ，000 3 ，359 ，999

種 以下 （279 ，999 ）

②
平
成
元
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
に

結
婚
し
た
人

③
平
成
元
年
中
に
銀
婚
式
（
二
十
五
年
）

金
婚
式
（
五
十
年
）
を
迎
え
た
人
。

植
樹
／
桜
を
一
人
一
本
ま
た
は
一
組
一

本
植
樹
し
ま
す
。

持
参
品
／
ス
コ
ッ
プ
ま
た
は
移
植
ゴ
テ

（
持
た
な
い
人
に
は
貸
付
け
ま
す
）

申
込
み
期
限
／
三
月
十
五
日
（
た
だ
し

小
学
校
入
学
予
定
の
児
童
は
全
員
対
象

と
し
ま
す
の
で
申
込
み
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
）
く
わ
し
く
は
、
役
場
企
画
振
興
課
へ
。

申
込
み
は
、
電
話
で
ど
う
ぞ
。
国
立

諌
早
少
年
自
然
の
家
事
業
課
へ
℡
⑳
9

1
1
1
）
　
へ
。

自
衛
隊
で
は
男
子
お
よ
び
婦
人
自
衛

官
を
募
集
し
ま
す
。

（
二
等
陸
・
海
・
空
士
）

資
格
／
十
八
歳
以
上
二
十
五
歳
未
満
の

男
子
試
験
／
願
書
提
出
時
に
連
絡

（
婦
人
＝
士
）

資
格
／
十
八
歳
以
上
二
十
五
歳
未
満

受
付
期
間
／
三
月
一
日
～
五
月
三
十
一

日試
験
日
／
六
月
八
日

給
与
／
一
二
万
「
0
0
0
円

待
遇
／
賞
与
年
三
回
五
・
一
か
月
分
、

衣
食
住
、
無
料
で
支
給
ま
た
は
貸
与

く
わ
し
く
は
、
役
場
総
務
課
ま
た
は
、

自
衛
隊
諌
早
募
集
事
務
所
（
℡
⑳
8
7

4
8
）
　
へ
。

町
で
は
、
新
入
学
・
結
婚
を
記
念
し

た
桜
の
記
念
植
樹
を
行
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
記
念
に
奮
っ
て
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日
／
三
月
二
十
五
日
　
午
前
十
時

場
所
／
山
茶
花
高
原

参
加
対
象
者

①
今
春
町
内
の
小
学
校
に
入
学
予
定
の

児
童
（
保
護
者
同
伴
）

国
立
諌
早
少
年
自
然
の
家
で
は
、
あ

る
け
あ
る
け
大
行
進
が
行
わ
れ
ま
す
。

夜
間
歩
行
で
君
の
限
界
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日
／
三
月
十
日
～
十
一
日
一
泊
二

日場
所
／
国
立
少
年
自
然
の
家

参
加
対
象
／
小
学
一
年
生
以
上
、
家
族

で
も
一
人
で
も
O
K
。

参
加
費
／
一
、
七
〇
〇
円

持
参
品
／
健
康
保
険
証
（
写
）
、
防
寒
着
、

リ
ュ
ッ
ク
、
水
筒
、
帽
子
、
軍
手
、
懐

中
電
灯

募
集
人
員
／
三
百
人
（
定
員
に
な
り
し

だ
い
し
め
切
り
）

●電話で『健康』アドバイス●

健康テレ赤んサービス

◇ 3 月テーマ◇

月 アニサキス症（雪短髪 漂）

火 みつ□

水 子どもの嘔吐は危険信号

木 のどガつまった感じ

金 脳　 死

士・日 腎臓移植



コンパニオンはカス．テラ色

このほど，旅博コンパニオンのコスチ

ュームが決まりました。コスチュームは

長崎らしさを出すためカステラ色のかわ

いらしいデザインです。

／／

仙山棚t＝日払‖刷HIM仙此餌l山山肌l揖山

人の心に花一輪

■講　師

タレント

かつらこきんじ

桂小金治さん

■期　日　　3月23日睡）

■時　間　午後6時30分～8時30分

■会　場　　町民　セ　ン　タ　ー

■主　催　むらおこし事業実行委員会

転
居
や
入
居
の
ご
連
絡
、
故
障
や
料

金
の
お
問
い
合
わ
せ
な
ど
当
社
営
業
所

へ
ご
用
の
と
き
は
、
お
名
前
、
ご
住
所

と
と
も
に
「
電
気
ご
使
用
量
の
お
知
ら

せ
」
票
や
「
電
気
料
金
領
収
証
」
に
記

入
し
て
あ
る
「
お
客
さ
ま
番
号
」
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

ご
用
を
承
っ
た
営
業
所
で
は
、
お
客

さ
ま
番
号
を
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
ま
す

と
事
務
処
理
が
早
く
で
き
ま
す
。

おやっ！？と思ったら税関密輸110番へ

℡0958－23－0965

ご協力をお願いします

長崎税問（長崎市出島町卜36）

当
社
営
業
所
へ
ご
用
命
の
と
き
は
、

「
お
客
さ
ま
番
号
」
も
お
忘
れ
な
く
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

諌
早
市
泉
町
十
六
番
十
二
号

九
州
電
力
㈱
諌
早
営
業
所

寧
一
二
Ⅰ
二
三
一
〇



もう、お済みですか

第2・第4土曜日
（3月10日、3月

24日）は休みです
のでご注意＜ださ
い。

所
得
税
の
確
定
申
告
の
時
期
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、

確
定
申
告
を
す
る
と
き
に
「
社
会
保
険

料
」
と
し
て
所
得
控
除
の
対
象
と
な
り

全
紙
が
所
得
か
ら
差
し
引
か
れ
課
税
の

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

控
除
が
受
け
ら
れ
る
の
は
、
平
成
元

年
中
に
納
め
た
保
険
料
（
免
除
期
間
に

対
し
追
納
し
た
保
険
料
や
、
未
納
と
な

っ
て
い
た
期
間
を
納
め
た
保
険
料
も
含

む
）
で
、
自
分
自
身
の
分
は
も
ち
ろ
ん
、

家
族
の
分
と
し
て
納
め
た
保
険
料
も
控

除
さ
れ
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
告
し

ま
し
ょ
、
つ
。

前
納
保
険
料
な
ど
納
め
た
保
険
料
綿

が
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、
役
場
の
年
金

係
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

プニク

平成元年中の保険料額

定 額

保険料

1 月－ 3 月 月額　 7 ，700円

4 月～12月 月額　 8 ，000円

付 加 保 険 料 月額　　 400円

1年分（1～12月）
○定額　　　　　　95，100円
○定額＋付加分　99，900円

保険税の

健よ別謁約プを感
上手なお医者さんのかかり方

国
保
制
度
は
、
回
か
ら
の
補
助
金
と

み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
〈
保
険
税

で
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
医

療
費
が
増
加
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
保

険
税
も
高
く
な
っ
て
し
ま
い
、
み
な
さ

ん
の
負
担
を
ま
す
ま
す
大
き
〈
し
て
し

ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
お
医
者
さ
ん
に
上
手
に
か

か
り
医
療
費
を
有
効
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

医
療
費
を

有
効
に
使
う
た
め
に

検
査
、
処
置
、
注
射
、
薬
な
ど
を

や
り
な
お
す
た
め
医
療
費
の
ム
ダ
に

な
り
ま
す
。
お
医
者
さ
ん
を
信
槻
し
、

指
導
を
よ
く
守
り
ま
し
ょ
う
。

急
病
の
場
合
は
と
も
か
く
、
時
間

外
や
休
日
の
受
診
は
加
算
料
金
が
つ

く
し
、
お
医
者
さ
ん
の
負
担
に
も
。

や
た
ら
に
ね
だ
る
、
指
示
ど
お
り

飲
ま
な
い
、
い
ず
れ
も
医
療
費
の
ム

ダ
使
い
に
な
り
ま
す
。

や
た
ら
に
診
て
も
ら
う
の
は
考
え

も
の
で
す
が
、
重
く
な
る
ま
で
放
置

せ
ず
、
ふ
だ
ん
と
様
子
が
違
う
と
感

じ
た
ら
、
早
め
に
受
診
を
。

治
療
よ
り
ま
ず
予
防
を
心
が
け
、

早
期
的
な
健
康
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
る
病

気
の
早
期
発
見
を
。

ふ
だ
ん
か
ら
病
気
の
寄
り
つ
か
な

い
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
家
庭
づ
く
り

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
適
度
な
運
動
　
○
十
分
な
睡
眠

○
規
則
正
し
い
生
活

○
偏
食
を
し
な
い
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事



お

が

た

ま

の

き

黄
心
樹
短
歌
俳
句
会

（順不同）

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
鼓
し
た

（
短
歌
）

L

⊥

　

▲

b

民
主
化
の
波
は
ひ
ろ
が
り
四
方
の
国
移

り
ゆ
く
ら
し
自
由
も
と
め
て
梅
林
美
津
代

別
の
ご
と
春
一
番
を
告
げ
て
吹
く
沖
は

荒
海
怒
り
お
る
ら
ん

横
田
　
ハ
ル

訪
ぬ
れ
ば
仏
の
ち
か
い
奥
深
く
闇
お
ば

と
も
し
ひ

照
ら
す
灯
ひ
と
つ

石
原
　
昌
子

再
の
雪
庭
に
卦
ず
れ
ば
し
ん
し
ん
と
肩

に
降
れ
ど
も
消
え
て
修
き
矢
竹
　
典
子

湯
の
町
は
人
の
心
も
紅
の
花
散
る
や
札

束
湯
気
と
消
え
去
り

藤
松
　
善
利

え

小
春
日
の
真
白
に
咲
き
し
悔
の
上
に
小

、

－

　

、

烏
群
が
り
兢
々
と
遊
べ
り
徳
永
　
豊
子

吾
が
身
に
は
も
う
な
す
す
べ
も
な
く
な

上
わ

り
て
空
し
さ
つ
の
り
仮
す
る
夜
半

森
　
あ
さ
の

積
雪
を
よ
ろ
こ
ぶ
孫
に
シ
ャ
ッ
タ
1
を

押
せ
ば
ポ
ー
ズ
は
ツ
ー
V
サ
イ
ン

土
井
冨
美
子

（
俳
句
）

は

や

‖

　

　

　

　

　

　

　

こ

や

流
行
風
邪
的
に
当
り
て
臥
り
妻
木
下
　
静
枝

干
潟
掘
る
キ
リ
ン
は
午
睡
春
の
雨

中
尾
　
房
子

（
川
柳
）

パ
チ
ン
コ
に
負
け
本
日
休
業江
口
　
民
夫

愉
触
感

香
典
返
し

▼
故
　
田
中
　
ツ
ル
様

遺
族
　
田
中
　
政
利
様
（
新
田
原
〉

社
会
福
祉
協
議
会
・
小
川
原
浦
老
人

ク
ラ
ブ
へ

▼
散
　
田
島
　
久
蔵
様

遺
族
　
田
島
　
昭
久
様
（
尾
ノ
上
）

社
会
福
祉
協
議
会
・
長
里
西
老
人
ク

ラ
ブ
へ

▼
故
　
小
柳
　
ヨ
シ
様

遺
族
　
小
柳
　
富
雄
様
（
小
川
原
浦
）

社
会
福
祉
協
議
会
・
小
川
原
浦
老
人

ク
ラ
ブ
へ

▼
故
　
古
賀
ハ
ツ
キ
横

道
族
　
古
賀
千
年
人
様
（
　
釜
　
）

社
会
福
祉
協
議
会
・
遠
竹
老
人
ク
ラ

ブ
へ

▼
故
　
田
川
　
コ
マ
横

道
族
　
田
川
　
実
様
（
田
　
原
）

田
原
老
人
ク
ラ
ブ
へ

一
般
寄
付

▼
お
ご
も
り
武
道
具
店
と
小
長
井
薬
局

か
ら
、
武
道
場
に
等
身
大
鏡
（
扉
付
）

を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

訂
正
と
お
わ
び

二
月
号
十
七
ペ
ー
ジ
の
「
よ
ろ
こ
び
と

か
な
し
み
」
（
お
し
あ
わ
せ
に
）
欄
で
、

「
池
田
重
太
郎
」
は
、
「
池
田
垂
次
郎
」

の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
お
わ
び
し
ま

す
。

聴
覚
に
つ
い
て
関
心
を
深

め
る
た
め
、
昭
和
三
十
一
年

か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
「
耳

の
日
」
は
、
ひ
な
祭
り
と
同

じ
三
月
三
日
。
こ
の
日
が
「
耳

の
日
」
と
さ
れ
た
理
由
の
一

つ
は
「
三
三
」
が
「
み
み
」
に

通
じ
る
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

そ
う
い
え
ば
、
算
用
数
字

わたしたちの町の人口
1月末現在
人　口　　7，289人

3，282人
4，007人

人
人
人
人

8
　
6
　
5
　
5

1

　

1

男
女

世帯数
転　入

転　出

出　生

死　亡

2月20日届出まで

▽（≡≡≡紀享…冨≡

出生者　　保護者　　部　落
－．l－、－

森　　直子（克　美）小川原浦3
あゃ

新宮　　彩（治　幸）釜　　1
ひろのり

矢竹　大法（成　敏）牧　　　2
〉さ

光武　梨紗（宏　二）築　　　切
けんたろう

野口健太郎（繁　吉）・小川原浦4

qお＜やみq

死亡者　　年齢　　部　落

田中　ツル（81歳）新　田　原

田島　久ユ蔵（93歳）尾　ノ　上

矢原　文明（68歳）牧　　1

小柳　ヨシ（74歳）小川原浦3

古賀ハツキ（88歳）釜　　1

鶴田　ミ子（81歳）修道女会

森内惣太郎（73歳）田　原　2

で
「
3
3
」
と
書
く
と
、
耳
の
形
に
見

え
な
い
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

形
が
耳
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
針

な
べ

の
糸
を
通
す
穴
は
「
針
の
耳
」
、
鍋
の
取

っ
手
は
「
鍋
の
耳
」
と
も
呼
ば
れ
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
、
耳
の
穴
の
形
や
位
置

を
う
ま
く
と
ら
え
た
表
現
と
い
え
る
で

し
ょ
、
つ
。

ま
た
、
物
の
ふ
ち
や
ヘ
リ
を
「
耳
」

と
い
う
ケ
ー
ス
と
し
て
は
「
小
判
の
耳
」
、

「
豆
腐
の
耳
」
、
「
パ
ン
の
耳
」
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

「
耳
を
そ
ろ
え
て
百
両
」
と
い
う
と

き
の
「
耳
を
そ
ろ
え
る
」
は
、
小
判
の

へ
り
を
そ
ろ
え
、
枚
数
を
確
か
め
る
意

味
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
「
耳
を
数
え
る
」

も
同
義
語
で
す
。

小
判
が
紙
幣
に
変
わ
っ
て
い
る
現
代

で
は
「
耳
を
そ
ろ
え
て
百
万
円
」
と
い

お
う
と
す
る
と
、
し
わ
だ
ら
け
の
お
札

で
な
く
、
手
の
切
れ
そ
う
な
真
新
し
い

の
を
そ
ろ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し

ょ
、
つ
0

／：J∂
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M A R C H （平 成 2 年 ）

日 昭 時　　　 間 場　　　　 所 行　　 事　　 内　　 答 主　 管　 課

1 木

9 ：00 －12 ：00 遠竹りト川原浦・長里 豚コレラ予防注射 農 林 水 産 課

17 ：00 ～16 ：30 老人福祉センター 心配ごと相談 （次は8，15 ，22 ，29 日） 社会福祉協議会

13 ：00 ～16 ：00 町 民 セ　ン　タ ー 婦人の健康づ くr）（学習会） 住　　 民　　 課

2 金 13 ：30 ～16 ：00 広 川 良 公 民 館 健康教育 （広川良） ナノ

2～4 金一日 8 ：30 －・17 ：00 町 民 セ　ン　タ ー 町民文化展 教 育 委 員 会

4 日 8 ：00 －15 ：30 ／J 青年祭，文化展表彰 青 年 団 ・教 委

6 火
17 ：00 ～19 ：00 ／† 詩吟 （次は13 ，20 日） 教 育 委 員　会

17 ：30 ～20 ：00 ／／ 英会話教室 （小学生，一般，次は13 ，20 日） ／／

8 木

10 ：00～15 ：00 ／J 人権相談 ・行政相談 住民課 ・総務課

10 ：00 ～13 ：30 老人福祉センター 独居老人給食サー ビス（ふれあい会食） 社会福祉協議会

20 ：00 ～21 ：30 町 民 セ　ン　タ　ー 舞踊 （次は22 日） 教 育 委 員 会

9 金
9 ：30 ～ 役　　　　　　 場 定例議会招集 議 会 事 務 局

19 ：30 －21 ：30 町 民 セ　ン　タ　ー 生花 （次は23 日） 教 育 委 員 会

10 土 g ：30 ～ 9 ：30 長　　　 里　　　 駅 長里駅落成式 企 画 振 興 課

12 月
13 ：00 －16 ：00 町 民 セ　ン　タ　ー 民謡 （次は26 日） 教 育 委 員 会

10 ：00～14 ：00 ／／ 編物 （次は26 日） ナノ

13 火

受付9 ：00－9 ：30 ／J 妊婦教室 住　　 民　　 課

受付13：00－13：30 ／／ 乳児健診 ／／

19 ：30 ～21 ：30 中　　 学　　 校 陶芸教室 （次は27 日） 教 育 委 員 会

14 水
9 ：00 ～13 ：00 町 民 セ　ン　タ ー 婦人の健康づ くり （教育事業） 住　　 民　　 課

9 ：30 ～13 ：00 ナノ 料理 教 育 委 員 会

15 木 9 ：00 －12 ：00 農　 場 ，広 川 良 豚コレラ予防注射 農 林　 水 産 課

18 日 町 民 グラ ウ ン ド 消防ポンプ操法 ・放水競技大会 総　　 務　　 課

20 火 受付13：00～13：30 町 民 セ　ン　タ ー 育児学級 住　　 民　　 課

21 水 9 ：00 ～・16 ：00 ／／ 子ども会 リーダー研修会 教 育 委 員 会

23 金 18 ：30 ～20 ：30 ／J ハー トフル講演会 企 画 振 興 課

25 ‖ 10 ：00 ～12 ：00 山　茶　 花　 高　 原 桜記念植樹 ／J

27 火 10 ：00 ～16 ：00 老人福祉センター デイ ・サービス誕生会 社会福祉協議会

28

29

下

水

木

旬

9 ：00 ～15 ：00 北 高 農協 各 支 所十八銀行′ト長井支店
第 10期分集合税 ・年金 ・水道料徴収 税務・住民・水道

10 ：00 ～11 ：30 牧　 公　 民　 館 ／／ ／J

9 ：00 ～ 9 ：30 広 川 良 公 民 館 J／ ／J

10 ：00 ～11 ：30 農　 場　 公　 民　 館 ／／ JJ

10 ：00 －11 ：／30 町 民 セ　ン　タ　ー 高齢者教室 教 育 委 員 会

19 ：30 －21 ：00 ／J 成人講座 ／J
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